
米
価
が
暴
落

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
が
、
米
の
需
要
を

減
退
さ
せ
て
お
り
、
６
月
時

点
で
の
民
間
在
庫
は
、
適
正

値
の
１
８
０
万
ｔ
を
大
幅
に

上
回
る
２
１
９
万
ｔ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
政
府

が
有
効
な
手
立
て
を
と
ら
な

か
っ
た
た
め
、
米
価
が
暴
落

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
稲
作
に
つ
い

て
は
、
市
内
で
も
「
や
れ
ば

や
る
ほ
ど
赤
字
に
な
る
」
と

言
わ
れ
て
お
り
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
と
あ
わ
せ
て
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
で
は
、

将
来
が
見
通
せ
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

再
生
産
可
能
な

環
境
つ
く
れ

こ
の
状
況
か
ら
日
本
共
産

党
江
津
市
議
団
は
、
農
業
で

の
再
生
産
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
国
へ
提
出
す
る
意
見
書

案
を
市
議
会
へ
提
示
。
ま
ず

は
各
会
派
と
の
共
同
で
の
議

員
提
案
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

党
市
議
団
が
提
案
し
た
意

見
書
案
で
は
、
国
に
以
下
の

３
点
を
求
め
て
い
ま
す
。

①
コ
ロ
ナ
禍
の
需
要
減
少
に

よ
る
過
剰
在
庫
を
政
府
が
緊

急
に
買
入
れ
、
米
の
需
要
環

境
を
改
善
し
、
米
価
下
落
に

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
。

②
政
府
が
買
い
上
げ
た
米
を

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
る
生
活

困
窮
者
・
学
生
な
ど
へ
の
食

糧
支
援
で
活
用
す
る
こ
と
。

③
国
内
消
費
に
必
要
の
な
い

外
国
産
米
（
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク

セ
ス
米
）
の
輸
入
を
中
止
す

る
か
、
少
な
く
と
も
当
面
、

国
産
米
の
需
要
状
況
に
応
じ

た
輸
入
数
量
調
整
を
実
施
す

る
こ
と
。

議
会
活
性
化
の
手
法
が

定
数
の
議
論
？

江
津
市
議
会
で
は
、
「
市

民
の
政
治
参
加
」
や
「
議
員

の
な
り
手
確
保
」
に
つ
い
て

議
論
す
る
た
め
、
６
月
定
例

会
で
議
長
を
除
く
全
議
員
で

構
成
さ
れ
る
議
会
活
性
化
特

別
委
員
会
（
委
員
長＝

森
脇

悦
朗
市
議
）
が
発
足
。
委
員

会
設
置
後
の
最
初
の
議
題
は
、

来
年
５
月
に
予
定
さ
れ
る
市

議
選
で
の
定
数
と
さ
れ
、
６

月
以
降
断
続
的
に
議
論
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
各
議
員
の

定
数
へ
の
認
識
が
書
面
で
提

出
さ
れ
、
『
定
数
減
』
が
８

人
、
『
現
状
維
持
』
が
３
人
、

『
定
数
増
』
が
１
人
、
そ
の

他
が
２
人
で
し
た
（
議
員
の

名
前
は
非
開
示
）
。
そ
れ
ぞ

れ
意
見
も
付
さ
れ
て
お
り
、

『
定
数
減
』
で
は
「
欠
員
の

た
め
定
数
よ
り
少
な
い
が
、

議
会
運
営
が
で
き
て
い
る
」

「
人
口
減
少
に
あ
わ
せ
て
定

数
も
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
」
、

『
現
状
維
持
』
で
は
「
定
数

減
は
、
議
員
を
志
す
若
年
層

や
女
性
の
進
出
を
難
し
く
す

る
」
、
『
定
数
増
』
で
は

「
定
数
減
で
は
、
活
発
で
な

い
議
論
が
さ
ら
に
低
調
と
な

る
。
多
様
な
市
民
の
声
を
カ

バ
ー
す
る
た
め
、
一
定
数
を

確
保
す
べ
き
」
な
ど
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

委
員
長
案
は
定
数
16
人

こ
れ
を
受
け
て
、
一
部
の

議
員
は
「
意
見
が
出
尽
く
し

た
」
と
採
決
を
求
め
ま
し
た

が
、
委
員
長
に
素
案
を
提
示

さ
せ
再
度
議
論
を
行
う
こ
と

と
な
り
、
８
月
12
日
の
委
員

会
で
森
脇
委
員
長
か
ら
素
案

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

素
案
で
は
、
議
会
の
な
り

手
確
保
の
「
第
一
手
法
」
は
、

定
数
や
報
酬
で
は
な
く
、

『
議
会
モ
ニ
タ
ー
』
や
『
女

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
に
よ
る
議

会
の
「
見
え
る
化
」
を
踏
ま

え
た
魅
力
化
と
指
摘
。
定
数

減
を
「
志
の
あ
る
人
の
門
戸

を
狭
め
る
こ
と
に
な
り
、
矛

盾
す
る
」
と
し
、
来
年
の
市

議
選
で
の
定
数
を
16
人
と
し

て
い
ま
す
。

８
月
26
日
の
委
員
会
で
は
、

素
案
を
も
と
に
各
会
派
が
最

終
的
な
意
見
を
示
し
、
定
数

16
人
を
維
持
す
る
と
の
結
論

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
日
本
共
産
党
江

津
市
議
団
は
「
定
数
削
減
は

議
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
ら

な
い
。
市
民
の
多
様
な
意
見

を
市
政
に
反
映
す
る
の
に
定

数
16
人
は
少
な
い
が
、
現
状

で
定
数
増
は
市
民
の
理
解
を

得
ら
れ
な
い
。
そ
れ
を
踏
ま

え
て
定
数
減
は
あ
り
え
な
い

た
め
、
定
数
16
人
を
維
持
す

べ
き
」
と
意
見
し
ま
し
た
。

調
査
・
検
証
な
く
結
論

た
だ
、
委
員
会
の
本
来
の

役
割
は
、
前
述
の
各
議
員
の

認
識
・
意
見
な
ど
を
調
査
・

検
証
し
て
、
結
論
を
導
き
出

す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
次
回

市
議
選
ま
で
１
年
を
切
り
時

間
が
な
い
に
し
て
も
、
議
員

間
の
合
意
形
成
が
で
き
て
い

る
と
は
言
え
な
い
結
論
で
す
。

今
後
、
改
め
て
議
員
定
数
を

議
論
す
る
際
に
は
、
徹
底
し

た
調
査
・
検
証
が
必
要
で
す
。
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森川よしひで
０９０‐７３７９‐１５５４

多 田 伸 治
０９０‐６０１４‐２２５９

悩み・困りごと

ご相談ください

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価
下
落

党
市
議
団
が
国
へ
対
策
求
め
る
意
見
書
提
示

１
日
に
開
会
し
た
江
津
市
議
会
９
月
定
例
会
で
、
日
本
共

産
党
江
津
市
議
団
は
、
米
価
下
落
へ
の
対
策
を
求
め
る
意
見

書
の
国
へ
の
提
出
を
求
め
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
の

一
般
質
問

江
津
市
議
会
９
月
定
例

会
の
一
般
質
問
は
７
・
８

日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

日
本
共
産
党
江
津
市
議

団
で
は
、
森
川
よ
し
ひ
で

市
議
が
８
日
（
水
）
11
時

頃
か
ら
「
学
校
健
診
」

「
江
津
市
の
行
政
広
報
活

動
」
を
、
多
田
伸
治
市
議

が
８
日
（
水
）
13
時
か
ら

「
災
害
と
防
災
」
を
取
り

上
げ
ま
す
。

議
場
で
傍
聴
で
き
る
ほ

か
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
も
放
送

さ
れ
ま
す
。
傍
聴
を
希
望

さ
れ
る
方
は
議
会
事
務
局

（
℡
０
８
５
５‐

５
２‐

７
４
９
８
）
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

２
０
２
２
年
の
江
津
市
議
選

定
数
は
現
状
維
持
の
16
人
に

各会派の定数への意見

所属会派 氏名 定数

日本共産党
江津市議団

多田伸治
16

森川よしひで

市民クラブ
植田好雄

16
森川和英

政友クラブ

山根兼三郎

16
森脇悦朗

石橋孝義

田中直文

新政クラブ

坂手洋介

15

鍛治恵巳子

河野正行

藤田厚

永岡静馬

会派なし 藤間義明 15



生
理
用
品
の
常
備
を

「
当
た
り
前
」
に

申
し
入
れ
に
は
新
婦
人
江
津

支
部
か
ら
６
人
の
会
員
が
参
加
。

田
中
利
德
教
育
長
と
学
校
教
育

課
の
課
長
が
対
応
し
ま
し
た
。

ま
た
、
申
入
れ
の
際
に
は
、
女

性
の
立
場
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
女
性
職
員
に
も

同
席
し
て
も
ら
う
よ
う
求
め
、

実
際
に
女
性
職
員
１
人
が
出
席

し
、
一
緒
に
懇
談
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
経
済
的

な
理
由
で
生
理
用
品
を
十
分
に

購
入
で
き
な
い
「
生
理
の
貧
困
」

の
解
決
を
求
め
る
運
動
か
ら
始

ま
っ
た
活
動
で
し
た
が
、
「
学

校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
が
あ

る
。
そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
を
も

と
に
、
全
国
で
運
動
が
加
速
し

て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
に
ま
つ
わ
る
市
民

の
声
を
も
と
に
申
し
入
れ

今
回
、
新
婦
人
江
津
支
部
が

教
育
長
へ
申
し
入
れ
た
の
は
以

下
の
２
点
で
す
。

１
小
中
学
校
に
お
い
て
、
女
子

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
常
備

し
、
保
健
室
で
も
生
理
用
品

の
無
料
配
布
を
行
う
こ
と
。

２
生
理
の
貧
困
の
聞
き
取
り
調

査
の
中
で
「
ト
イ
レ
環
境
を

良
く
し
て
欲
し
い
」
と
の
要

望
も
強
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
併
せ
て
ト
イ
レ
の
環

境
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

当
初
、
生
理
用
品
の
常
備
に

つ
い
て
申
し
入
れ
る
予
定
で
し

た
が
、
市
内
で
の
要
求
聞
き
取

り
で
、
学
校
の
ト
イ
レ
に
非
水

洗
や
衛
生
面
な
ど
の
問
題
が
あ

り
、
ト
イ
レ
の
環
境
そ
の
も
の

の
改
善
を
求
め
る
声
も
大
き
か
っ

た
た
め
、
あ
わ
せ
て
申
し
入
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
善
処
し
た
い
」
で
終
わ

ら
せ
な
い
で

懇
談
で
は
、
教
育
長
は
過
去

の
教
員
時
代
に
保
健
体
育
の
教

師
と
し
て
「
性
教
育
」
を
し
て

い
た
と
自
己
紹
介
。
女
性
の
身

体
的
特
性
に
理
解
を
示
し
、
学

校
の
ト
イ
レ
環
境
の
問
題
点
も

認
識
し
て
い
ま
し
た
。

教
育
長
は
申
し
入
れ
に
「
対

応
を
善
処
し
た
い
」
と
し
な
が

ら
「
予
算
を
と
も
な
う
こ
と
な

の
で
、
『
す
ぐ
に
』
と
言
う
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
回
答
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ト
イ
レ
の
環
境

改
善
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
統

廃
合
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
明
言
を
避
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
会
員
か
ら

「
子
ど
も
達
は
一
年
一
年
成
長

し
卒
業
す
る
、
そ
の
年
に
で
き

な
け
れ
ば
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な

い
。
急
い
で
常
備
し
て
ほ
し
い
」

と
求
め
る
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

別
の
会
員
は
学
校
の

ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
さ
え
な

か
っ
た
時
代
も
あ
っ

た
と
振
り
返
り
、
女

性
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
が
あ
る
の
が
当
た

り
前
の
時
代
に
な
る

と
希
望
を
も
っ
て
話

し
合
っ
た
こ
と
を
紹

介
し
、
「
ど
ん
な
人

も
お
母
さ
ん
の
お
腹
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
。
そ
の
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
女
性
の
生
理
を

大
切
に
し
、
社
会
が
手
を
差
し

伸
べ
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
時

代
に
な
っ
て
い
る
。
世
界
で
も

日
本
で
も
島
根
県
で
も
、
常
備

す
る
学
校
が
生
ま
れ
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
江

津
市
で
も
実
現
し
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。
教
育
長
も
女

性
が
担
っ
て
い
る
役
割
に
つ
い

て
は
そ
の
通
り
だ
と
の
考
え
を

表
明
し
ま
し
た
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

懇
談
後
、
参
加
し
た
会
員
か

ら
は
、
要
望
を
全
面
否
定
す
る

対
応
で
は
な
か
っ
た
こ
と
へ
、

今
後
の
改
善
に
向
け
た
教
育
委

員
会
の
取
り
組
み
に
期
待
す
る

感
想
が
あ
っ
た
ほ
か
、
「
『
善

処
し
た
い
』
と
い
う
行
政
言
葉

だ
け
に
終
わ
っ
て
ほ
し
く
な
い
」

と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
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９
月
１
日
は
『
防
災
の
日
』

で
し
た
。
こ
れ
は
１
９
６
０
年

６
月
に
閣
議
決
定
で
定
め
ら
れ

た
も
の
で
、
関
東
大
震
災
（
被

災
家
屋
37
万
棟
・
死
者
10
万
５

０
０
０
人
）
の
発
生
し
た
日
だ
っ

た
こ
と
、
暦
の
上
で
は
台
風
の

多
い
『
二
百
十
日
』
に
重
な
る

こ
と
、
前
年
の
１
９
５
９
年
９

月
26
日
に
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来

で
流
出
家
屋
15
万
４
０
０
０
戸
、

死
者
４
７
０
０
人
の
大
被
害
が

生
じ
た
こ
と
か
ら
、
国
民
に
防

災
を
呼
び
か
け
る
た
め
に
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

今
年
も
東
京
を
は
じ
め
関
東

地
方
や
太
平
洋
沿
岸
の
各
自
治

体
で
は
、
地
震
・
津
波
対
策
を

中
心
に
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
島
根
県
下
で
は
出
雲

市
の
防
災
訓
練
以
外
に
動
き
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

江
津
市
の
防
災
は
水
害
中
心

に
な
り
が
ち
で
す
が
、
事
前
予

測
が
難
し
い
震
災
へ
の
構
え
も

必
要
で
す
。
１
８
７
２
年
３
月

14
日
に
浜
田
沖
を
震
源
と
し
て

起
き
た
「
明
治
５
年
・
浜
田
地

震
」
は
、
死
者
５
５
１
人
、
負

傷
者
５
８
２
人
、
家
屋
倒
壊
４

５
０
５
棟
、
火
災
焼
失
２
３
０

棟
の
大
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

島
根
県
は
こ
れ
を
教
訓
に
震

災
対
策
を
立
て
て
お
り
、
市
内

の
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
て
い
る

『
江
津
市
防
災
マ
ッ
プ
』
の
地

震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
旧

江
津
市
は
山
間
部
を
除
き
大
半

が
震
度
５
、
海
岸
部
は
震
度
６

弱
が
予
測
さ
れ
、
江
の
川
河
口

で
は
液
状
化
現
象
の
可
能
性
が

極
め
て
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
桜
江
町
は
ほ
ぼ
全
域
が
震
度

４
の
予
測
で
す
。

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、

10
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
詳
細
な
地

図
と
避
難
所
が
載
せ
ら
れ
、
基

準
地
点
（
和
木
町
・
向
の
浜
海

岸
）
は
島
根
県
西
方
沖
で
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
39
分
後
に

最
大
４
・
33
ｍ
の
津
波
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

江
津
市
で
は
海
岸
線
の
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
へ
、
市
役

所
・
警
察
署
・
中
学
校
・
高
校
・

保
育
所
・
市
営
住
宅
・
病
院
な

ど
が
集
中
し
て
い
ま
す
が
、
震

災
対
策
は
不
十
分
な
ま
ま
で
す
。

以
前
に
も
指
摘
し
ま
し
た
が
、

津
波
避
難
ビ
ル
（
済
生
会
・
江

津
中
央
団
地
）
へ
の
退
避
は
、

現
状
で
は
困
難
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
外
へ
の
避
難
は
時

間
が
か
か
る
た
め
、
市
民
か
ら

は
「
逃
げ
き
れ
な
い
」
と
の
不

安
の
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
が
役
立
つ
よ
う
、

関
係
先
と
の
調
整
や
避
難
訓
練

が
必
要
で
す
。文

責
・
佐
々
木
忠
且

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（
敬
称
略
）

防

災

の

日

と

震

災

対

策

新
日
本
婦
人
の
会
が
教
育
長
へ
申
し
入
れ

学
校
の
ト
イ
レ

生
理
用
品
常
備
と
環
境
の
整
備
を

８
月
20
日
、
新
日
本
婦
人
の
会
（
以
下
、
新
婦
人
）
の
江
津
支

部
（
支
部
長
山
崎
漳
子
）
が
、
学
校
の
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の

常
備
と
ト
イ
レ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
申
し
入
れ
ま
し
た
。

２
日

１
日

31
日

29
日

29
日

28
日

28
日

27
日

溝

田

秀

征

高

原

弘

美

飯

田

昭

子

山

田

康

典

佐

々

木

正

次

山

本

和

克

盆

子

原

ト

シ

子

横

田

昭

男

（
83
）

（
79
）

（
89
）

（
80
）

（
85
）

（
88
）

（
92
）

（
72
）

嘉

久

志

町

桜

江

町

川

戸

波

子

町

和

木

町

都

野

津

町

後

地

町

和

木

町

敬

川

町


